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協議内容 

 「第４次柏市生涯学習推進計画の総括に向けて」 

  

 

  現計画のあらゆる取組方針に対して意見が出た。 

 情報提供に関して，子どもに情報を届けたいが親で止まってしまう。行政の情報は，民間や

他団体と連携していない。 

 情報を目にしても一歩踏み込めない人（ひきこもり等）のために，参加を後押しする人，一

緒に歩く人の存在が必要ではないか。特に若い人におせっかいできる人が少ない。 

 学校では体験を提供しているが，地域の中でもいろいろな人が体験できることが大切であ

る。楽しい，面白そうだから行ってみよう，気づいたら学びになっていた，という機会が必要

なのではないか。 

 学びというワードでは，皆学んでいる自覚がないため，中々引っかからない。それよりも，

学びの枠にとらわれず，人に出会って学び合って成長していくことが学びだということを，広

く知ってもらう必要がある。 

【Ｂ班】 

資料３ 

 きっかけづくりが大切。 

 高齢者は階段等の設備面で学習施設に入りづらいことがある。障害を持つ方はそれぞれ必

要なサポートがあり，学習施設としてハード面で設備，ソフト面で障害に対する理解が必要

だが，上手く対応できていない。 

 市民の学びのニーズに，行政が出している情報がマッチングされないことが多く起こって

いる。行政は全ての人に対応しようとし，切実なニーズには応えられていない。世論調査に

おいて学習をしていない理由で「特に必要がない」と回答した人の割合増加は，切実なニー

ズを持つ人と行政の生涯学習施策にずれがあるかもしれない。 

 子どもにもわかるような学習機会の提供，また，子ども自身が面白い，勉強したいと思え

る情報にするべきである。 

 行政は，学びで得たことを市民から広げてもらえると良いと考えるかもしれないが，むし

ろ市民が主体となって考えるべきである。市民のニーズをきちんと拾っていれば，自然と市

民が動き出すため，行政が現計画の「ひろく伝えたい」に向けて動くことではない。 

 オンライン学習が増えてきているが，コミュニケーションを十分にとれていない。対面学

習の重要性が伺える。情報提供の方法とともに考えなくてはならない。 

 ＩＣＴでの情報提供は大事だが，情報が溢れていて，尖っていない市の情報は流されてし

まう。尖った内容は行政以外の民間や大学などに任せて連携する。こうした主体が実施でき

ないこと，例えば包摂的な内容や全ての人に必要なものこそ，行政が実施すべきであり，こ

うした住み分けで，総合的に生涯学習を進めていく。 

前回会議のふりかえり 

【Ａ班】 
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【Ｂ班】  

 

参考：グループワークの結果 

木村 新井 所 西原 富田谷

ＩＣＴ弱者への
支援

光る情報 地域情報

ＩＣＴの活用

情報発信の方法
市民のニーズを支
えることで、
市民は動く

担い手不足で事業
がうまくいかない

興味をもてるイベ
ントに親子で参加

してもらう

ＩＣＴの活用が進
んでいない

若者に教わる

高齢者にとって
は、会場に入りづ
らい（階段）

設備の充実

障害に対する理解
（ソフト面）

関係機関を含め、
関わりある機関に

周知

「広く伝えたい」
は行政でなく、
市民のニーズ

様々な団体との
連携

まず切実なニーズを
持っている人に応え

る

子どもたちが学び
を見つけられるよ

うに

子どもたちに見え
る形で伝える

オンライン学習は
手軽だが、コミュ
ニケーションが取

れない

対面の機会を
作っていく

「あらゆる世代」と
いうことに
無理はないか

ハード

きっかけ 知りたい・つながりたい

連携 内容

伝えたい 情報提供

大野 佐藤 林 長峰 中川 並木

時間が取れない
（若年層）

イベント等の情報
がうまく伝わって

いない

活動は継続的に行
われているが、担
い手が薄れてきて

いる

機会があっても
とびこめない方々

行政の事業に
偏っている

そもそも関心のない
人はどうする

地域活動の
担い手不足

活動の情報（活動計

画）は発信している

が、限られた方しか

情報を得ていない

行政と民間の情報
の一元化ポータル

サイト

行政機関以外
の情報

（ネット？）

学びから活動につ
ながるルートが見

えない

交通の便

（バス降りてすぐ、

駅に近いなど）

必要としてる情報
と提供情報があっ

ていない

マッチングアプリ

的なもの

（サークル・活動）

外に出る機会が
少ない人を
誘う方法

学校などからの
配布物

興味関心でつなが
る・はじめる

”あとおし”
”一緒に”

やってくれる人の存
在

体験できる場・時間

をつくる

→つながりもつくる

主体的に活動する
人と、受身で参加
する人を組み合わ

せる

それぞれのグルー
プ（世代社会的存
在）を超え交流す

ること

情報活用能力の育
成（インターネッ
トの活用方法）

身近な人以外で接
点をもてる場をつ

くること
”発見”

補助（会費や受講料

の支援）

例：無料お試し講座

自分に関係のある場
所での実施

（出身校など）

学習環境を充実さ
せる（参加型・参

画型）

きっかけ 知りたい・つながりたい

伝えたい 情報提供


